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　特定教育・保育施設等（町内では当別夢の国幼稚園・
おとぎのくに）を利用している方は、６月に送付した
現況届を必ず提出してください。
▼提出期限　７月 26 日（金）
▼問合せ　子ども未来課子ども係（ゆとろ内・☎ 23
－ 3024）

　子育てに関する講座や講習会、育児相談などを行っ
ています。申込みが必要な場合がありますので、下記
QR コードをご確認いただくか、問合せください。
▼対象　０歳から就学前の子どもと保護者・妊娠中の方
▼時間　平日 9 時～ 14 時　

おとぎのくに HP

おとぎキッズ（太美地区）
▼内容　バランスボール、水遊び、ジャグリングショー、
絵本の読み聞かせ、染め物（バッグ）、当別高校訪問、
おもちゃの広場、靴の選び方
▼問合せ　認定こども園おとぎのくに

（☎ 26 － 2353）

支給認定現況届の提出はお早めに

子育て支援センターからのお知らせ

あそびのひろば（当別地区）
▼内容　わらべうた・絵本の読み聞かせ、ベビー
マッサージ、ぱくぱく教室、絵本の読み聞かせ、
ジャグリングショー

町 HP

▼問合せ　子ども未来課子育てサポー
ト係（ゆとろ内・☎ 25 － 2658）

　18 歳未満のお子さんの発達の遅れ、療育手帳の判
定などの相談をお受けします。定員は 2 名程度です。
▼日程　10 月 15 日（火）
▼場所　ゆとろ
▼相談員　北海道中央児童相談所 児童福祉司・心理
判定員
▼申込期限　７月 25 日（木）
▼申込み　子ども未来課子育てサポート係（ゆとろ内・
☎ 25 － 2658）

巡回児童相談を実施します

当別町図書館【児童書　計 33 冊】
・「野球しようぜ！大谷翔平ものがたり」
　とりごえ こうじ
・「くだものころん」　彦坂 有紀 / もりと いずみ
当別町図書館西当別分館【一般書　計 25 冊】
・「墓じまいラプソディ」　垣谷 美雨
・「悲愁の花 仕立屋お竜」　岡本 さとる

問合せ　当別町図書館（☎ 23 － 0573）
　　　　 当別町図書館西当別分館（☎ 26 － 3300）

新着図書

図書館 mini まつり＆古本市
　絵本の読み聞かせなど楽しいことがいっぱい！好
評の古本市もあります。
▼日時　７月６日（土）10 時 30 分～ 12 時 15 分
図書館 mini まつり、12 時 15 分～ 17 時　古本市
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採用種目 応募資格 受付期間 試験期日

一般曹候補生 18 歳以上 33 歳未満の者 ７月１日（月）
～９月３日（火）

９月 14 日（土）～ 22 日（日）
※２次試験有

自衛官候補生 18 歳以上 33 歳未満の者 ７月１日（月）
～８月７日（水） ８月 23 日（金）～ 26 日（月）

予備自衛官補
①一般公募
②技能公募

① 18 歳以上 52歳未満の者
②18歳以上で国家資格等を有する者

（保育士、衛生、語学、整備、情報
処理、通信、電気、建設　など）

９月 19 日（木）まで ９月21日（土）～10月７日（月）
いずれか１日

メールでのお問合せは右記の QR コードから。
▼詳細 自衛隊札幌地方協力本部江別地域事務所　☎ 011 － 383 － 8955
　　　 役場環境生活課町民生活係　☎ 23 － 3209

◎自衛官採用案内

　北海道の多くの学校では、５～６月が運動会や体育

祭のシーズンです。

　５月２４日（金）には、西当

別中学校体育祭が開催されまし

た。「飛翔」のスローガンのも

と、生徒たちが自己記録更新に

向け、さらなる高みを目指して

取り組む姿がありました。

　翌５月２５日（土）には、と

うべつ学園スポーツフェスティ

バルが開催されました。後期課

程の生徒が競技以外の場面で

も、思いやりの心をもって下の

学年に接する姿は、義務教育学

校ならではの心温まる光景とな

りました。

　６月１日（土）には、西当別

小学校運動会が開催されまし

た。子どもたちが競技に一生懸

命取り組む姿だけでなく、運動会実行委員の子どもた

ちが、随所で生き生きと活動する姿が見られました。

学校では、運動会だけでなく様々な教育活動が進めら

れ、子どもたちを成長へと導いています。私も担任時

代、子どもたちが仲間と切磋琢磨し、日々成長する姿

を目の当たりにする中で、人を育てる教師という仕事

の責任の重さを改めて実感しました。

　人によっては、得意・不得意があるでしょう。でも、

何度も練習し、失敗を繰り返しながら、どうしたらう

まくできるようになるか。お互いが相手を思い、チー

ムで助け合っていく。そんな姿が各学校で繰り広げら

れ、きずなが深まっていく。自分の目標に向かって諦

子どもたちの成長を磨き育てる大人の関わり

めず取り組む姿は、とても光り輝いて見えます。

　そんな子どもたちを支える大人の関わりとして、平

成２７年ラグビーＷ杯で日本代表のメンタルコーチと

してチームを支えたスポーツ心理学者の荒木香織さん

が著書「ラグビー日本代表を変えた『心の鍛え方』」

の中で、次のように話されていました。

令和６年７月　第２号

　「人が失敗を恐れるようになるのは、子どもの頃か

ら失敗やミスをすると、指導者や親、教師などから

怒られることが多かったから、ということがとても大

きいようです。怒られたくないから失敗したくないと

考えるし、失敗したくないから挑戦もしない。例えば、

サッカーの選手でシュートを打てる場面でも自分で

打たないでパスばかりしてしまうのは、おそらく子ど

もの頃にシュートを外してコーチや監督に怒られた

経験があったのではないかと推測できます。

　日本の指導は、選手が良いプレイをしても、それ

を指導者がスルーしてしまうこと多いです。『今の

よかったな。』そうやって言葉にすることが少ない。

逆にだめなところは即座に指摘して、直させようと

する傾向があります。その結果、確かに欠点は修正

されても、良いプレイをしたときに褒められないの

で、自分の良いところがわからなくなってしまう。

自分の欠点や悪いところはよく知っていても、『長

所や得意な事は何だっけ ?』となってしまい、伸ば

そうとしなくなってしまうのです。」

　褒められると、その嬉しい気持ちが記憶に残り、次

も連続して成功させる自信につながることが研究で明

らかになっています。いいところは具体的に「〇〇な

所がいいね」と、しっかり褒めてあげることが、自信

をつけ、モチベーションを上げることにつながります。

また、褒められた本人も、その言葉を受け流してしま

うのではなく、「ありがとう」と反応して受け止める

ことで、その成功をしっかり記憶することができます。

　私たち大人が声を力に、未来を拓く子どもたち一人

一人へ、励ましの言葉を贈り、その成長を支える温か

な地域の連帯を築いていきたいと思います。


